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参考１．中部地方の各県市町村から頂いたご意見・ご提案の概要 

(H20.9～10 実施) 

新たな中期計画等の策定にあたり、 

  ①道路行政について改善すべき点 

  ②地域の抱える課題や道路施策として重点的に取り組むべきこと 

などについて、一般の皆様及び中部の５県（長野県、岐阜県、静岡県、愛知

県、三重県）の県市町村からご意見・ご提案を頂いた。 

 

１．ご意見・ご提案の概要（県市町村） 

  １）道路行政について改善すべき点についての主な意見 

道路行政について改善すべき点については、道路整備の必要性・進め方に関するこ

と、財源措置等に関すること、地域間格差の是正に関すること、地域の実情への対応

に関することが多くあげられている。 

 

（主なご意見の例） 

○道路整備の必要性・進め方に関すること  約２４０件 

 ・公共交通機関が脆弱な地方における道路の役割は経済、流通のみならず、命を

繋ぐみち。 など 

 

○財源措置等に関すること （道路特定財源、財源の確保等に関すること）  約２００件 

・道路整備のための道路特定財源で不足する部分を一般財源や起債で補っている。

地方の声を反映した道路整備財源の充実が必要。 など 

 

○地域間格差の是正に関すること  約１３０件 

・地方は道路整備の遅れにより生活環境整備が遅れ、人口流出となる悪影響、地

方への投資が過剰との安易な発想による差別がないよう配慮願う。など 

 

○地域の実情への対応に関すること（予算制度拡充、構造基準の柔軟な運用等） 約１２０件 

 ・地方への財源移譲、自由度の高い臨時交付金などの制度拡充。 

 ・地域の実情に合わせた規格・構造を地方の裁量で。 など 

 

○道路の維持管理に関すること  約１２０件 

・舗装打換えや橋梁の維持管理に多額の費用が必要で財政を圧迫、安全な道路維持

補修のため補助金制度の創出が必要。 など 

 

○道路事業の評価に関すること（事業評価の運用・透明性確保、地方の実情に即した評価等） 約６４件

・Ｂ／Ｃ中心の評価でなく、救急医療、観光利便性、災害対応などの地域の実情に

あった新たな評価手法の導入が必要。 など 
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  ２）地域の抱える課題や道路施策として重点的に取り組むべき事項 

 

    地域の抱える課題や道路施策として重点的に取り組むべき事項として 

○身近な道路の整備（生活道路や歩道、バリアフリー化など）  約２４０件 

○幹線道路の整備（都市や拠点を結ぶ幹線、病院・通学など 

日常を支える幹線など）  約２２０件 

    についての意見が多くあげられており、各地域別には抱える課題や道路整備状況 

に応じて求める施策に相違が見られる。 

 

  <<各地域において多かったご意見・ご提案の例（身近な道路、幹線道路の整備以外のもの）>> 

全ての県市町村で多かった、身近な道路の整備や幹線道路の整備などのご意見・ご提

案の他に各地域のご意見・ご提案の例としては、以下のとおり。    

 

◆長野県 

  ○交通事故対策・道路管理の充実・冬期交通について 

   ・道路維持管理体制の充実（除雪など）。 

   ・幹線道路のバイパス的路線の整備及び災害に強い幹線道路への改良の推進。 

   ・地域間格差の是正、冬期閉鎖区間や通行不能区間の解消。 など 

 

◆岐阜県 

   ○交通事故対策・災害対策・高速道路の整備について 

   ・雨量規制や冬期の雪崩規制等による通行規制は通勤通学や通院などの日常生活にとって 

大きな支障で過疎化に拍車をかける要因となっており、早期解消が課題。 

・災害や事故等による交通網の分断、雨量による通行規制区間、孤立集落対策など、迂回

路等の危機管理強化が必要。 

・児童生徒、高齢者など歩行者の安全確保に対応するため、歩道の整備を進める。 など 

 

  ◆静岡県（静岡市、浜松市含む） 

  ○渋滞対策・交通事故対策・高速道路の整備について 

   ・市民・地域のニーズ、日常生活における課題として渋滞対策や自転車道・歩道の整備な 

どの交通安全対策。 

   ・渋滞を避ける大型車が生活道路に進入するなど住民の安全や生活環境に深刻な問題が発

生しており、慢性的な渋滞の早期解消のためバイパス等の整備が必要。 

   ・少子高齢化の進展や基幹産業である観光産業の低迷を再生する方策として新たな交通軸 

    の整備は重要。  など 
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◆愛知県（名古屋市含む） 

○交通事故対策・道路管理の充実・渋滞対策について 

  ・交通事故死者数は連続して全国ワースト１位。交通事故の削減が最も優先すべき施策で

あり、道路交通環境の整備が喫緊の課題。 

   ・広域的ネットワークの形成、慢性的な渋滞解消、人にやさしいみちづくりを進める。 

   ・道路施設の更新時期が集中し、財源不足を懸念。橋梁等の延命化などにより更新時期の 

分散、維持管理費の確保、充実。  など 

 

  ◆三重県 

  ○交通事故対策・高速道路の整備・災害対策について 

   ・緊急を要する患者の搬送で利用する道路の事故多発問題と道路構造問題（道路狭小）等 

    迅速な救急活動に支障。 

・陸の孤島の回避する代替路線の確保、災害に強い道路の早期完成。 

   ・慢性的な渋滞が起こっており、広域的な交通需要に対応した円滑な交通を確保すること 

が課題であり、都市環状道路などの形成など円滑な道路交通の実現を目指す。  など 

 

２．ご意見・ご提案の概要（一般の皆様〔ホームページによる意見募集〕） 

  □道路行政について改善すべき点についての主な意見 

「道路整備の必要性・進め方に関すること」、「無駄に関すること」、「地域の実情へ

の対応に関すること」などの意見が多く寄せられた。 

 

○ 道路整備の必要性・進め方に関すること約３４０件 

・必要な道路はきちんと説明してつくるべき、余分な道路はもう作らないでほしい 

・交通需要予測の精度向上を 

○ 無駄に関すること約１００件 

・不適切な支出はあらためるべき、他事業との連携不足で重複の無駄 

・そんなに傷んでいない道路を掘り返すのは無駄 

○ 地域の実情への対応に関すること約１００件 

・都市偏重で地方を置き去りにしている、地域の実情にあった整備ができるように 

○ 道路の維持管理に関すること約８０件 

・最近は補修に関する費用削減で道路の周辺住民の環境が保存されていない 

・最近は維持管理が後手に回り修繕になっている 

○ 高速（高規格）道路に関すること約８０件 

・歯抜け状態では高速道路の価値が半減 

・交通量が少ない地域は規格を落として早期開通を 

○ 高速道路の有効利用に関すること約４０件 

・利用を一層増加させるために値下げを 

・スマートＩＣを増やして高速道路を使いやすく     など 
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  ■地域の抱える課題や道路施策として重点的に取り組むべき事項 

 

身近な道路、生活幹線道路のほか、都市や交通拠点を結ぶ道路整備、交通事故対策や渋滞

対策、災害対策、道路管理の充実、高速道路の整備などへの関心が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「身近な道路に関すること」は、生活道路の他、

  歩道、バリアフリー、生活幹線道路などに 

関するご意見・ご提案を含むもの。 

各県のグラフでは全て最上位のため、それ以降

の項目のみ表示している。 

 

出典：中部地方の各県市町村から頂いたご意見 

ご提案をもとに中部地方整備局が作成。 
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参考２．主要な施策事例と整備効果 

 

 

 





重点戦略３ ～地域資源を活かし自然と共生する環境先進地域の形成～

■事例１：自転車利用環境の整備 国道１９号桜通自転車道整備事業（名古屋市中区）

○歩行者と自転車が混在することで、歩行者の通行の妨げや接触の危険性が増大。
○近年、自転車と歩行者の事故が急増。

歩行者と自転車を分離し、安全な歩行空間と快適な走行空間を整備する。

（国道19号名古屋市伏見通り）

整備事例（自転車道）

資料：中部地方整備局資料

名古屋城

名
古

屋
駅

名古屋市役所

愛知県庁

久屋大通駅
丸の内駅

地下鉄桜通線

地下鉄東山線

地
下

鉄
名

城
線

桜通自転車道整備

N

名古屋高速道路

２２

１９

１９

１９

153

４１名古屋城

名
古

屋
駅

L=2.0km

NN ２２２２

１９１９

１９１９

１９１９

153

４１４１

岐阜駅周辺地区大垣駅周辺地区

名古屋市中区桜通地区

鶴舞地区

豊田市停車場線沿線地区
（豊田スタジアム周辺）

豊橋駅周辺地
区

津市江戸橋地区

静岡市清水駅前地区

沼津市沼津駅地区

○関係組織が連携し、自転車走行環境の整備を実施する。

自転車通行環境整備モデル地区表

◇自転車通行環境整備モデル地区

平成２０年１月１７日全国９８地区を「自転車走行環境整備
モデル地区」として指定。うち、中部地方は１１地区。 長野地区

松本地区

資料：中部地方整備局資料

県名 市名 地区名 事業主体

長野市 長野地区
国土交通省長野国道事務所、
長野県土木部、長野市、長野県警察

松本市 松本地区
国土交通省長野国道事務所、
長野県土木部、松本市、長野県警察

岐阜市 岐阜駅周辺地区 岐阜県、岐阜市、岐阜県県警

大垣市 大垣駅周辺地区
国土交通省岐阜国道事務所、
岐阜県、大垣市、岐阜県警察

静岡市 静岡市清水駅前地区
国土交通省静岡国道事務所、
静岡市、静岡県警察

沼津市 沼津市沼津駅地区 静岡県、沼津市、静岡県警察

名古屋市 名古屋市中区桜通地区
国土交通省名古屋国道事務所、
愛知県警察

豊橋市 豊橋駅周辺地区 愛知県、愛知県警察

名古屋市 鶴舞地区 名古屋市、愛知県警察

豊田市
豊田市停車場線沿線地区

（豊田スタジアム周辺）
豊田市、愛知県警察

三重県 津市 津市江戸橋地区
国土交通省三重河川国道事務所、
三重県警察

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県
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重点戦略３ ～地域資源を活かし自然と共生する環境先進地域の形成～

■事例２：沿道環境対策 国道23号品川町環境施設帯整備、国道１号岡崎環境整備事業

○都市部の幹線道路は、家屋が密集する市街地を通過。
○大型車の割合が比較的多く、騒音対策などの沿道環境対策が望まれている地域が多い。

環境施設帯、遮音壁、低騒音舗装等の整備により騒音を低減するなど、良好な沿道環境を
創出する。

整備前 整備後

整備事例：国道1号岡崎環境整備事業（低騒音舗装、低層遮音壁等）[愛知県岡崎市]

低層遮音壁の事例

歩道側 中央分離帯

低騒音舗装

資料：中部地方整備局資料

整備事例：国道２３号品川町環境施設帯の整備[名古屋市港区品川町]

側道
植樹帯

歩道

国道23号
(本線)

住居等

遮音壁
（嵩上げ）

植樹帯

側道国道23号
(本線)

遮音壁

側道
植樹帯

歩道

国道23号
(本線)

住居等

遮音壁
（嵩上げ）

植樹帯

側道国道23号
(本線)

側道国道23号
(本線)

遮音壁

○東海北陸自動車道では、夏休みやｽｷｰｼｰｽﾞﾝなど大きな渋滞が発生。
○これまで、４車線化が完成した区間では交通集中による渋滞が解消。

残る２車線区間のうち白鳥～飛騨清見間では、渋滞・事故が多発しており、引き続き４車線化が必要。

重点戦略４ ～魅力あふれ賑わいと活気ある地域づくり～

■事例１：観光交流の増加による地域活性化 東海北陸自動車道 4車線化

4車線化により、観光時期等の渋滞の緩和と交通事故の抑制を図る。

東海北陸自動車道沿線とのアクセスを向上し、観光交流の増加を促進する。

14

■ 瓢ヶ岳ＰＡ～郡上八幡ＩＣ間の
４車線化前後写真

（下記の写真は、山田トンネル付近 ４車線化前後の写真）

４車線化前

４車線化後

出典：NEXCO中日本H21.5.21記者発表資料より

2008年7月に４車線化が完成した、瓢ヶ岳ＰＡ～郡上
八幡間では、交通集中による渋滞が解消しました。
これまでの4車線化で順次、渋滞が緩和され、交通
量が増加しています。

４
車
線
化
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